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※.「仕様」や「使い方」等もお気軽にお問合せ下さい。

GPS 機能（初期オプション）
本機の設置場所が把握できることにより、盗難防止が
期待できます。
複数台設置時の危険な場所の把握が容易に行えます。

カメラ（追加オプション）
水位センサーが水位の上昇を感知時画像を保存できる
ようになります。これにより、センサーだけではわからない
現場の状況を遠隔地で把握することが可能になります。

ケーススタディ

Iシェアの特長　-導入のメリット-

POINT.01 POINT.02

POINT.03 POINT.04

電源不要だから
上流でも使える

本流以外の川の水位も事前に感知できる
ようになったことにより、従来よりも早
い段階で危険水位になったことを把握
できるようになりました。1 分 1 秒
でも早く住民に避難指示を出す

ことで、人の命を守ること
につながります。

１分1秒でも早い
周知を実現！

Ｉシェアは非常にコンパクトで設置も
簡単なため、費用も一般的な相場と比
較しても約３分の１以下と非常にお
手頃になっています。

相場の約３分の１で
安価に設置が可能！

国土交通省によって運営されている、民間
企業等により開発された「新技術」にかか
わる情報を、共有及び提供するデータベ
ース「NETIS」に登録されています。
厳しい審査をクリアされており

ますので安心してご利用い
ただけます。

NETIS登録商品
（新技術情報提供システム）

太陽光パネルを用いているため、電力源
のない山奥等でも使用可能です。
そのため、従来では成しえなかった、
本流（大きな河川）以外の川の水位
も事前に感知できるようにな

りました。

河川増水（災害発生前） 感知（ I シェア ） 災害発生を周知通知メール送信

メールを自動送信危険水位到達を感知豪雨による増水

危険水域に到達
危険水位に到達した事を

Ｉシェアが感知
センサーが増水を感知して

メールを自動送信

現場担当者

役所

地域住民

現場の点検や安全対策
災害対応

地域への避難指示
災害対応

学校などの防災担当に
よる素早い対応

IMPORTANT

導入実績 紹介されました
「I シェア」が西日本建設新聞に
掲載されました！

「Ｉシェア」が官公庁に導入されました。

水位を常に監視することで、水害による被害を未然に対策

利用イメージ

今までは機器本体の価格や、設置費用が高く予算内での設置は、
どうしても大きな河川が優先に設置されていました。
しかし、私たちが提案している水位センサーは、ハードとソフトの自社開発を行う事で
「低価格化」を実現。動力源は通常の電力はもちろん、山奥や電力の来ていない山間部などで
の使用も想定し、太陽光パネルからの電力確保を可能にしました。
ソフト面では、事前にアラームを鳴らしたい閾値とアドレスを入力しておく事で、
水位の変化をいち早くメールで通知する事ができます。
大雨の時など、山の高い標高に流れる川の水位と、住宅街の川の水位を見比べる事で、
住宅街の水位が1時間後にどの程度上昇するかなどを予測する事ができます。
その他、河川の水位以外にも海の海面の上昇検知や、水族館などの水槽の水位監視にも役立てる事ができます。


